
原水爆禁止日本協議会（日本原水協）担当常任理事

前川 史郎



【自己紹介】
・1979年8月大阪生まれ。ひょんなことから
原水爆禁止1998年世界大会-広島に参加して
「長崎原爆松谷訴訟」を知り、「ヒロシマ・
ナガサキからのアピール」署名とともに、
裁判支援の署名運動にも加わるようになる。
・大阪平和委員会青年学生部を仲間とともに立ち上げて活動。
被爆者の思いを同世代の青年に伝えたいと、2002年に大学を
1年間休学して原水爆禁止国民平和大行進（東京-広島コース）
を通し行進。3ヶ月間の行進中は毎日、携帯電話で日記を
書き、登録していた300件のメールアドレスに「てぃろ～の
平和行進日記」として発信し続けた。
・2004年の大学卒業と同時に日本原水協で働き始め、
同年12月から機関紙「原水協通信」の編集長を務める。
・趣味は映画鑑賞。月刊「民医連医療」で映画紹介を連載中。
サッカー観戦も大好き。
・家族は妻と長男。



被爆者の証言を読もう・聴こう

被爆者の証言
は受け止める
者の胸を打ち
人生を変える
力を持つ

「つなごう
パンフ」
P7-8より



8⽉6⽇8:15 広島市
リトルボーイ（ウラン型）

8⽉9⽇11:02 ⻑崎市
ファットマン（プルトニウム型）

アメリカが
２種類の原
⼦爆弾を落
とした理由
＝ソ連との
間で戦後⽀
配を有利に
進めるため

１９４５年
原爆投下

広島＝14万⼈
⻑崎＝7万⼈
年末までに死亡



キーワード＝嘘と隠蔽とのたたかい
⼤⽇本帝国＝大本営発表 GHQ＝プレスコード

「広島・⻑崎では、死ぬべき者は
死んでしまい、9⽉上旬現在におい
て、原爆放射能のために苦しんで
いる者（原爆症患者）は皆無だ」
（アメリカ原⼦爆弾災害調査団⻑トーマス・
ファレル准将＝1945年9⽉6⽇、東京・帝国ホテル
連合国海外特派員向け会⾒）

⼤本営発表＝「新型爆弾」「⽬下調査中」「被害僅少」

プレスコード＝アメリカ⼈記者による放射線被害の報道を
握りつぶしたほか、原爆被害に関するあらゆる発表を弾圧



「広島・長崎への原爆投下の衝撃から５ヶ月後の国際社会の決意を、私たちは今
思い起こし、行動すべきです。世界をより安全なところにするために」
（中満泉国連事務次長／軍縮問題担当上級代表Tweetより）

1945年10月24日＝国際連合（国連）発足（20か国批准）

1946年1月24日＝国連第１号決議（核兵器その他の大量破壊兵器廃絶をめざす）が採択





「ビキニ事件」→原水爆禁止と核実験の即時中止を求める署名
運動が全国で同時多発的に生まれ、1954年12月に2000万人分
が集約。1955年8月6日、広島で第１回原水爆禁止世界大会が
開かれ、8月3日までの集約として3158万3123人分と発表され
た（当時の有権者総数の半数を超える）

署名の力＝日本政府の態度を変える「アメリカの水爆実験への協力は当然」
→「署名運動に協力する」（鳩山首相）

1955年9月19日＝原水爆禁止日本協議会誕生



世論と運動：数々の署名運動
国連・各国政府・NPT再検討会議への働きかけ



国連事務総長にオンラインで提出



核兵器禁止条約
の成立へ
力を発揮した
「ヒバクシャ
国際署名」

核兵器禁止条約交渉会議第２会
期（2017年6月）で296万人分
の署名目録を手渡した際、エレ
ン・ホワイト議長（コスタリカ
大使）は驚きの声をあげ、感動
に目を潤ませながら「私は必ず
やります」と誓った。
多くの政府代表が会議の中で被爆者と市民社会の貢献を高く評価する発言をおこなった。



2017年7月7日

核兵器
禁止条約
採択！

賛成122/反対1/棄権1
国連、各国政府、
被爆者、「市民社会」
の共同による成果
2020年「核兵器禁止
条約」決議には130か
国賛成



人類の生存への脅威・核兵器が違法に
核兵器の人道的結末イニシアティブ
＊１発の核爆発でも世界全体に長期にわたる壊滅的被害を
人間の命、暮らし、環境、気候、食料、経済活動に与える。
どの国も国際機関も救済できない。

インド・パキスタンで限定核戦争→20億人が飢餓
＊核兵器のリスク―事故、計算違い、誤解などによる
核兵器の使用



2021年1月22日



・締約（批准）国
⇨条約に、法的に拘束される。
・署名国
⇨条約の趣旨・目的を損なわない義務を負う。
・非締約国
⇨国際人道法の諸原則である無差別攻撃の禁止(軍、
民の区別)／不必要な苦痛を与えてはならない(残虐
兵器の禁止)による事実上の拘束力＝核兵器の「汚名
化」、「非正当（統）性」、使用する者は「無法
者」「恥知らず」という概念により、核兵器を持っ
ていること自体を国際社会が許さなくなる。

発効すると
どうなる？



署名＝条約の内容について、国家の代表者が合意すること
批准＝国家として条約を締結する意思を議会の承認を得て

最終的に決定すること。つまり、各国が内容を吟味
した上で、その条約に加盟すること。

イラスト＝有原誠治
使⽤したい場合は
arihara3@gmail.comまで

mailto:arihara3@gmail.com




発効後の新たなたたかい
•焦点：核保有国や核依存国で
誤った考え＝核抑止力論をなくす

「いくつかの国は、
『核兵器は自国の国家
安全保障・生存にとって
極めて重要である』と
考えている。しかし、
核兵器の廃絶は、どこか
１つの国の運命を超えた
問題、すなわちこの惑星
の生き物の生存にとって
不可欠なものなのだ」

国際連合広報センターHPより



核兵器では平和も安全も守れない

サイバーハッキングや極超音速
ミサイル（マッハ５超＝宅配ピザより速い）
などで高まる核爆発の危険

「未来パンフ」
P9より

「つなごう
パンフ」
P6より



「つなごう
パンフ」
P6より

「つなごう
パンフ」
P14より
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被爆国にあるまじき日本政府
•政府の欺瞞的態度
-被爆国として核廃絶をリードする
非核国と保有国の「橋渡しをする」

-核兵器禁止条約に反対
-日本と国民の安全は米国の
核兵器に守ってもらう、
核抑止の維持強化
-日米同盟第一、米国の対中戦略
に加担、敵基地攻撃論、軍拡・
配備強化、史上最高の軍事費

「2021年
3・1ビキニ
デーパンフ」
P12より



日本決議に国際社会の厳しい批判
• 2020年日本政府の国連決議
「核兵器のない世界に向けた共同
行動の指針と未来志向の対話」
＊核兵器廃絶→「究極」の課題
＊核兵器禁止条約への言及なし
＊NPTの義務や合意の履行
→「履行」の削除

＊CTBT（包括的核実験禁止条約）
発効弱める

• 共同提案国の激減
非核国・同盟国も棄権に回る
第１委員会（10月）
賛成139、反対5、棄権33
国連総会（12月）
賛成150、反対4、棄権35

昨年総会：賛成160、反対4、棄権21



「日本は核兵器禁止条約に参加すべき」
との世論が大勢を占める

⽇本世論調査会 全国郵送世論調査
2021年7⽉31⽇

「つなごう
パンフ」
P15より



今年は総選挙の年！
核兵器禁止条約に参加する政府を選ぼう



３割を超える自治体議会が日本政府に意見書を出す



唯一の戦争被爆国
日本政府に
核兵器禁止条約の
署名・批准を求め
る署名
スタート
（2020年10月29日）
135人の共同よびかけ人
坂本龍一、ちばてつや、
宝田明、山田洋次、
瀬戸内寂聴、田中煕巳、
セツコ・サーロー、
石田純一、平野啓一郎

… and more



コロナ禍の中でも平和行進でアピール

神奈川・鎌倉「みんなで鎌倉平和
パレード」に130⼈参加

徳島・美波町
影治信良町⻑が署名
意⾒広告にも応じる

北海道・江別市
平和都市宣⾔碑前
国道沿いアピール



2021年「平和の波」行動スタート

神奈川・鎌倉「みんなで鎌倉平和
パレード」に130⼈参加



・第76回国連総会
・第10回NPT再検討会議（2022年1月ニューヨーク）
・禁止条約第1回締約国会議（2022年1月ウィーン）
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ご静聴
ありがとう
ございました


